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地域資源を活用した社会科の授業開発 
 
 
学習開発分野（17220908）眞 木 惟 暢 
 
本研究は山形市村木沢地区を対象に地域の探索し，発見した地域資源を活用した社会科
の授業を開発することを目的とする。地元学の「あるもの探し」で見つけた地域資源を小
学校 4年生の授業で取り扱った結果，子どもたちが当たり前のものとして見過ごしていた
ものに目を向けることができた。また，地域資源を保護・活用している人を授業内で取り
上げることが地域学習において重要であるという課題が示唆された。 
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１ 問題の所在 
 本研究は山形市村木沢地区を対象に地域の資源
を探索し，発見した地域資源を活用した社会科の
授業を開発することを目的とする。 
「地域(の)資源」という言葉は，2008年の指導
要領から導入されたものである。『小学校学習指導
要領解説社会編』（2008）によると「人々に様々な
恵みをもたらしている自然の風景や歴史的な景観，
文化財や年中行事，その土地の特性を生かした産
物など」を意味する。それらを地域の資源として
保護・活用し，地域の活性化に努めている地域を
取り扱うことを求めている。 
棚橋（2009）は，地域資源の保護・活用の導入
により，地域学習で経済活動のウエートが高めら
れたとして，次のように述べている。 
 
たとえ自然環境であったとしても，自然それ
自体の特徴ではなく，それを観光資源として
活用する人間の経済活動から地域を捉える
という視点が強調されるようになる。地域を
ではなく，地域社会を理解する方向に舵を切
ったと考えられる。 
 
ここから，地域に住む人の営みや地域資源を活
用した経済活動を通して，地域を見つめることを
重視することが分かる。さらに安野(2009)は，地
域資源の保護・活用の事例の条件として「人々の
知恵（工夫）や汗（努力）が見えてくること」を
挙げている。例えば，埼玉県川越市の蔵づくりが
残る街並みを生かしたまちづくりの事例が当ては
まる。このように，工夫や努力をしながらよりよ
い地域づくりや生活を目指す人々の生き方に触れ
ることが地域学習には大切になってくる。 
 
２ 先行研究の検討 
⑴「地元学」における実践 
 地元のことを調べるという目的からスタートし
た「地元学」という考え方がある。「地元学」とは，
熊本県水俣市で生まれた。水俣病で疲弊した町の
再生を目指して，自分たちの町を自分たちで調べ
る活動から生まれた考え方である。「地元学」にお
いて重要な取り組みが「あるもの探し」である。
「あるもの探し」とは地元を調べ，地域の風土と
暮らしに「あるもの」を探して，確認していく実
践のことを指す。この実践は従来の問題解決型の
地域づくりに加えて，価値創造型への転換を促し
ている。「価値創造型への転換」とは，ないものね
だりを止め，あるものを組み合わせて新しい何か
を創造していくことである。 
 「地元学」の実践として子どもが実践した例が
挙げられている。福岡県八女市上陽町久木原地区
の「久木原のよかとこ・大切なもの探し」という
活動である。この活動では，子どもたちが「ある
もの探しと絵地図づくり」に取り組んでいる。夏
休みにそれぞれ「きれいだ」「何だろう？」と感性
に響くものを探し，自分の気にかかっているとこ
ろや面白い人，生き物をカメラに収めていった。
その写真とともに自分の見方や考え方，感想を自
分の言葉で「絵地図」に書いていった。これと同
様の活動を 10月にも行った。子どもたちは，地域
に眠っている宝物を発見する活動を通して，ニコ
ニコ，ワクワクした表情を見せた。 
吉本(2008)は，次のように書いている。「この
活動は，いつも何気なく見過ごしている自然や暮
らしを，あらためて見つめなおして，それらの大
切さの意味を確認していくスタートとなったので
す。」このように地域を改めて見直す活動がこれか
らの学習に必要だと考える。地域という場所は一
番身近な場所であるが知らないことがたくさんあ
る。地域に当たり前にあるもの，目を向けていな
かったものに対して，価値づけを行い，その存在
を認識することで価値創造型の考えを進めていく
第一歩となる。 
 同様に「あるもの探し」を行った地域の実践と
して山形県戸沢村の例が挙げられる。筆者は 12
月 17日に戸沢村における実践の中心となった菊
池清一氏と寺内恵一氏にインタビューを行った。
「あるもの探し」を行う前はこの戸沢村は何もな
い村だと地域住民が思っていた。しかし，「あるも
の探し」を行ったことでメダカや八丁トンボ，ホ
タルなど豊かな自然が存在することに気付いてい
った。この存在する自然が貴重なものであるとし
て価値づけを行ったのは中央から来た「よそ者」
だった。その結果，もっと貴重なものがあるかも
しれないと地域住民が地域のことをもっと学ぶき
っかけとなった。このように地域について学ぶに
は地域をよく知る住民と外の専門家が必要となる。
吉本(2008)は次のように述べている。「地元の人だ
けではひとりよがりになりますから，地元以外の
人と一緒に調べると，日ごろあたりまえと思って
気付いていなかったことに気づきやすいもので
す。」戸沢村の事例ではまさに日ごろ当たり前に思
っていた自然が外の人の価値づけによってその希
少性に気付くことができた例であったと考える。 
⑵堀川小学校における「食品ロス」の事例 
 平成29年11月29日に富山市立堀川小学校で授
業参観を行った。４年生社会科と総合的な学習を
組み合わせた授業で「食品ロス」という単元だっ
た。学習課題は「食品ロスから今考えていること」
である。初めにＳさんが「フードバンクとやま」
のＫさんの取り組みについて話をした。「フードバ
ンクとやま」とは，まだ食べられるが廃棄される
食べ物を会社や個人から寄付してもらい，福祉施
設や福祉団体に無償で提供するＮＰＯ団体である。 
以下Ｓさんの発言である。 
私はこの前フードバンクとやまに行ってＫさんに
インタビューしてＫさんに食べ物を寄付して，Ｋ
さんは 8年間フードバンクをやっていて最初は全
然なくて(聞き取れず)それまでやってきたＫさん
がすごいなって思ってまず(聞き取れず）食べ残し
とか賞味期限を寄付することはできるし，難しい
問題だとは思うけどやっていかないといけない。 
Ｓさんは学校の外に出て「フードバンクとや
ま」と出会い，寄付活動を行った。その団体で活
動するＫさんという人にインタビューで話を聞い
た結果，その生き方や考え方に刺激され，自分の
考え方に変容があった。社会にある「食品ロス」
という問題を他人ごととしては捉えずに自分ごと
として捉え，それに向かって努力していこうとす
る決心をしている。Ｋさんの地域をよりよくしよ
うとして努力や工夫を行ってきた生き方から刺激
を受けたことによる影響が大きいと考えられる。 
以上から社会科において地域教材をつくる上
で自分の地域の再発見をすることと努力や工夫が
見えてくる人との関わりを取り入れることが大切
であると分かった。 
 
３ 実践と結果   
本研究では地域の再発見ということを主題と
して授業開発を行った。筆者が今回，山形県村木
沢小学校で扱った授業では『むらきざわ百科』と
『むらきざわ百科Ⅱ』という資料を使用した。こ
れは村木沢の地域住民が村木沢地区の歴史に加え，
生き物や食べ物，民俗学，昔の遊びなど幅広い分
野について書いたものである。編纂に携わった人
も多く，村木沢地区において「あるもの探し」を
行ってつくった資料だと考える。その資料をもと
にして筆者が「あるもの探し」をした記録と授業
の実践内容について述べていく。 
⑴ 村木沢地区における「あるもの探し」 
平成 29年９月 26日に山形県山形市村木沢地区
で「あるもの探し」を行った。対象地域である村
木沢地区は山形市の西に位置している。地区の東
には一級河川である須川が流れており，西には白
鷹山地が連なっている。須川が近いこともあり，
当地区悪戸は水害に悩まされてきた。その反面，
干ばつによる被害もあった。集落が山の斜面に広
がっていることもあり，水を確保することが難し
かったようである。そのため，堰（水路）やため
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池をつくり，水を確保しようとした。以上から水
利面において苦労してきた地域であると言える。 
農業の特色として現在は稲作が中心である。村
木沢の集落が並ぶ国道458号線沿いをはじめとし
て多くの田んぼが存在する。有名な特産物として
は，「悪戸芋」という里芋がある。当地区の「村木
沢あじさい営農組合」を訪れた際には，この悪戸
芋を取り扱っていた。その他の農作物では，ソバ
が出塩地区，大豆(枝豆)が長岡地区に多く栽培し
ている様子を見かけることができた。 
 歴史的な特色としては，最上義光が堂を再建し
た「出塩文殊堂」や最上義光の妹義姫の草庵があ
ったとされる「局屋敷」など最上義光との関連が
深い場所があった。最上家との関わりが強い地域
であることが分かった。 
以上の結果から村木沢地区を教材化するにあ
たり，①水利面からのアプローチ②農業面からの
アプローチ③最上義光からのアプローチの3種類
を見つけることができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（村木沢の地図：「地理院地図」による） 
⑵実践内容 
本実践は小学校 4年社会科で「村木沢の水の歴
史」という内容で行った。学習指導要領に沿った
本時の目標は「村木沢に住んでいた人々が自分た
ちの生活を向上させるために行った働きや工夫に
ついて学習することを通して，当時の人々の苦労
や努力について考えることができる。」である。 
 「村木沢の水の歴史」という題材を用いて実践
した理由は，水利面から自分たちの地域を改めて
見つめなおすきっかけを作りたいと考えたからで
ある。実習中，子どもたちに「村木沢ってどんな
ところ？何がある？」と尋ねたところ出塩文殊堂
(あじさい寺)を挙げる児童がいた。これは，学校
で文殊堂に関して学習した経験や毎年「あじさい
祭り」が開催されているのでその祭りに参加した
経験から価値があるものと認識したと考えられる。
しかし，村木沢には文殊堂以外にも魅力的な地域
資源がある。その地域資源の魅力には実際に住ん
でいる子どもたちが気づくことはなかなか難しい。
そこで，筆者が「あるもの探し」と『むらきざわ
百科』を通して見つけた，村木沢に「あるもの」
から授業開発を行った。 
「村木沢の水の歴史」では『むらきざわ百科』
『むらきざわ百科Ⅱ』をもとに調べ，まとめた内
容を用いて授業を行った。今回用いた地域にある
資源となるものは，村木沢地区に洪水をもたらし
た「須川」，ため池として使用された「大沼，板橋
沼」，水を運ぶ水路である「上江堰，二ッ筒堰」，
水不足のために行った「雨ごい」の４つである。 
③実践の結果 
授業の概要は，筆者がまとめた資料をもとにグ
ループで調べ学習を行い，調べた内容を全体共有
し，ふり返りを行った。 
調べ学習では，村木沢の地図を見ながら，須川
の水がどこまで来たか想像する児童の姿や悪戸地
区になぜ洪水が多かったか須川との距離から考え
る児童の姿が見られた。今回は地図を授業に用い
たことによって川と地区の距離など地理的感覚を
もって学習することができた。 
ふり返りでは，「調べたことをもとにしてくら
しをよくしようとした昔の人々の思いや気持ちに
ついて考えよう」という発問で行った。ふり返り
を書く場面ではＴくんから「今後がんばりたいこ
とを書いてもいい？」という話があり，「水をムダ
にせずのみたい」とふり返りに書いていた。水と
いう題材で学習したため，水を大切にしようとす
る児童の姿も見ることができた。 
 
４ 考察 
本研究では，授業のふり返りから考察を行って
いく。ふり返りの内容は以下の表に分類した。な
お，児童数は 18名である。 
 Ａに関しては，以下のような記述が見られた。 
昔の人はこう水が何度もあってたいへんなのにて
いぼうをつくってふせごうと努力したことがすば
らしいと思いました。水をむだにせず一てきを大
 記述内容 人数 
Ａ 住民の努力や工夫に関する記述 17 
Ｂ 今後の水の利用に関する記述 ９ 
Ｃ 地域の発見に関する記述 ３ 
切に使っていきたいです。（Ｒ児） 
この記述から，昔の人が洪水の被害を防ごうと
堤防をつくり努力したことに対して関心を寄せて
いることが読み取れる。同様に人々の努力や工夫
についての記述はほとんどの児童が書くことがで
きていた。しかし，理由づけがなされていること
が少なかった。そのため，児童が興味をもった事
実については分かったが，なぜその事実がすごい
と思ったのかは読み取ることができなかった。 
Ｂに関しては，以下の記述が見られた。 
(中略)今はじゃぐちをひねれば水がでるけど，昔
はそうかんたんに水を使うことができなかったと
いうことを考えて大切につかいたいです。（Ｈ児） 
この児童は，水を大切に使うことについて昔の
人々の暮らしと対比させて述べている。そのため，
昔の人々の水に対する思いや苦労をくみ取った上
で水を大切にしようと考えていることが伺える。
ただ水を大切にするのではなく，昔の人々の思い
を受けて大切だと書いていることは，質的には大
きな違いがある。 
 Ｃに関しては，以下の記述が見られた。 
昔の人は日でりやこうずいをとめるためにせきや
ていぼうなどをつくってすばらしいと思った。若
木の二ッどうせきをまだしらないから見て調べて
みたいと思った。昔の人が水を大切にしていたの
でぼくも水をむだにせず，節水したい。（Ｋ児） 
 この児童は若木地区出身である。傍線部より本
実践で取り上げた「二ッ筒堰」の存在を知らなか
ったために見て調べたいという意欲を示している。
ここから自分の住んでいる地区にあるものを再発
見し，その価値をはっきりさせようとしている様
子が伺える。 
 以上の子どもの思考については次の 2点を指摘
できる。1点目は，当たり前のものとして見過ご
していたものに目を向けていることである。筆者
が見つけた地域資源によって子どもの思考が動い
ている。「ていぼう」や「二ッどうせき」への注目
である。これより「地元学」の手法で，「あるもの」
を教材化することが有効であることが分かった。 
2点目は，子どもの表現に出てくる人物が抽象
的である。例えば，Ｒ児やＫ児が「昔の人」と書
いている。「〇〇地区の〇〇さん」という表現では
ない。この授業では「あるもの」は具体化にする
ことができたが，人物の姿までは具体化できなか
った。そのため，「昔の人」という抽象的な存在で
はなく，今，地域に生きて地域資源を保護・活用
している人との関わりが必要であることが分かる。
この点に関しては改善の余地が指摘できる。 
 
 ５ 成果と課題 
 今回の研究を通して成果として挙がったのは以
下の二点である。 
第一に，「あるもの探し」で見つけた地域資源
を授業で取り扱った結果，子どもたちが当たり前
のものとして見過ごしていたものに目を向けるこ
とができたことである。 
第二に，地域資源を取り扱うことで子どものふ
り返りを具体化できた。しかし，人物の表現は「昔
の人」という抽象的なものとどまってしまったこ
とである。 
 以上の成果と同時に課題も以下の一点見つかっ
た。それは，地域資源を保護・活用している人を
授業内で取り上げる必要がある。その出会いによ
って子どもがどのようなことを学ぶのか実践から
考える必要がある。 
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